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大江町蓼原自治会の
水害避難活動について

令和２年２月１８日
蓼原自治会長 仁張 衛
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大江町蓼原での
「自分たちのむらは、自分たちで守る
だれひとり犠牲者を出さない」取り組み
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大江町蓼原を襲った水害

6

堤防法線

北近畿タンゴ鉄道

大江町蓼原集落

蓼原川樋門
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7

床下浸水 床上浸水 被災割合

平成２９年台風２１号 7 12 33％

平成３０年７月豪雨 31 10 72％

平成２９年台風２１号 平成３０年７月豪雨

大江町蓼原を襲った水害
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内水が逆流する災害（平成３０年７月豪雨）
築堤で守られている安心感→予期せぬ災害
国土強靱化の勘違い→国土と国民強靱化
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行政への依存からの脱却
⇒これまでの概念を捨てる



１ 地域の住民に災害の危機感を共有してもらう
①地域の地形、歴史、災害史の周知
②地域の社会条件の変化 ③自然条件の変化
④地域の共通理解のもと、自主防災組織体制の強化

２ 避難困難者の把握・避難支援
① 「同意方式」による要配慮者の把握、避難支援の取り組み
②要配慮者・高齢者 ③子育て世代の取り込み

３ 避難車両の対処・水害想定避難訓練
①避難車両の把握、車両避難所の造成 ②浸水を想定した訓練

４ 住民の避難場所
①要配慮者の避難場所
②地域内の避難場所・地域外の協定避難場所

５ 水害時の情報連絡
①地域内の災害時の多様な情報伝達機能の確保
②スマホラインの活用

６ 「福知山市自主防災ネットワーク」発足に向けて

平成３０年７月豪雨後 取り組んだこと

6



①地域の地形、歴史、災害史の周知

１ 地域の住民に災害の危機感を共有してもらう

明智光秀統治以前は一色氏（毛利勢力）
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地域の営み 由良川の恩恵

３０００石の北前船 宮津の由良湊で２００石船に物資積み替え 江戸時代には由良川水運で北前船物資移送 宮津～大阪へ最短航路

宮津（由良湊）～福知山～加古川～瀬戸内海～大阪 江戸時代末期の由良川港町 荷揚げ後、陸路で加古川へ・・・
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地域の住民に水害の危機感を周知

過去の水害史を振り返る
慶応２年→明治４１年→昭和２８年→平成１６年と５０年間隔で水害が起こ
る神話は崩れ去った

明治４１年水害 △流失 Ｘ全壊
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福知山の過去の災害

昭和２８年大水害 死者３６名 家屋流失２０５
丹後大地震 Ｍ６ 死者２９２５人
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地域で伝える過去の水害の記録

福知山市大江支所Ｐ 行政が設置する水害水位標
識もあるが・・・

壁に刻んだ水害水
位標識 夏休みの自由研究 11



②地域の社会条件の変化

１０年後の地域の年齢構成を把握し、力のあるうちに
自主防災の基盤を造る

１ 地域の住民に災害の危機感を共有してもらう

地域の70歳以上がいる世帯の推移見込み（高齢化率35％⇒55％） 12

３５％ ５５％



③自然条件の変化
地球温暖化の影響により・・・ 日本近海の海水温が２６度以上→台風の多数発生
バックビルディング現象による集中豪雨の多発

１ 地域の住民に災害の危機感を共有してもらう

住民と状況を共有！
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④地域の共通理解のもと、自主防災組織体制の強化

・消防団ＯＢを選出し任期３年以上

・女性役員を選出し発言しやすい環境をつくる

・一年交代の自治会長を・・・見直し

１ 地域の住民に災害の危機感を共有してもらう

誰一人犠牲者をださない取り組み・・・
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①「同意方式」による要配慮者の把握、避難支援の取り組み
蓼原では要配慮者宅一軒一軒を訪問し、名簿作成の同意を得る。
大きな自治会では労力と時間がかかる

２ 避難困難者の把握・避難支援

〇各戸に避難支援が必要か聞き取り調査

〇避難を希望する人への個別面談⇒避難の
方法や場所を確認

〇避難支援が必要な家を地図に落とし込み、
地域で共有 ※本人の同意あり

〇要配慮者の情報を記載したカードを避難の
際に胸にかけ、避難所に引き継ぎ

※災害時要配慮者以外の避難希望者の掘り
起こし、高齢者を抱えた家庭、妊婦、通院患者
など 15



②要配慮者・高齢者
自主防災組織で避難困難者情報を共有する

←各組の避難困難者図の作成
組ごとの要配慮者の分布を把握、
避難先の意向を聞き取る

各組の避難困難者名簿の作成→

２ 避難困難者の把握・避難支援

16避難支援者は本部で割当て、指示



③子育て世代の取り込み
自主防災組織が子育て世代の情報を共有
共働き家庭の子供の避難のあり方

・自主防災のライングループへの母親の参画（１２名⇒拡散）
・遠くに住む出身者もグループに加入
⇒蓼原在住の一人暮らしのおばあさんにもつなげる

蓼原版逃げなきゃコール

２ 避難困難者の把握・避難支援
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蓼原自主防災連絡（62）



①避難車両の把握、車両避難所の造成
〇地域アンケートで避難自家用車把握
⇒ 地域８０台中５７台が車両避難希望
地域内高所に共助で車両避難所造成

３ 避難車両の対処・水害想定避難訓練
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令和元年６月２日（日）、水害防災訓練を実施

３ 避難車両の対処・水害想定避難訓練

令和元年９月１日（日）福知山市地域防災訓練

②浸水を想定した訓練
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４ 住民の避難場所
①要配慮者の避難場所

広域避難所 「金屋ふれあいセンター」

公設福祉避難スペース
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②地域内の避難場所・地域外の協定避難場所

４ 住民の避難場所

蓼原公会堂

隣の民家への
２段回避難

自治会長宅
浸水のない民家への避難③協定による小谷公

会堂への避難

①

②

市とマイマップ作成の取り組み。避難のタイミング、避難場所を
検討・決定 21

地域外協定避難所



５ 水害時の情報連絡

①地域内の災害時の多様な情報伝達機能の確保
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蓼原自主防災連絡（62）

各戸への放送

放送設備

各戸に配備されたスピーカ

ＬＩＮＥで伝達（62名登録） 車両による伝達

車載用拡声器を設置
し、広報を実施！

http://k-fuk-gwsv/scripts/cbgrn/grn.exe/groupmail/file_image_view?mid=1407325&fid=2&pids=&hash=e817e0a0cea19f99cfaf8a65f7dd678b7456a7aa
http://k-fuk-gwsv/scripts/cbgrn/grn.exe/groupmail/file_image_view?mid=1407325&fid=2&pids=&hash=e817e0a0cea19f99cfaf8a65f7dd678b7456a7aa


②スマホラインの活用

５ 水害時の情報連絡

蓼原自主防災連絡ライングループを作成
子育て世代の母親たちも加入
子供たちの避難行動につなげる
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現在の自主防災組織の問題点
福知山市の自主防災組織
⇒ ２７１／３２７自治会 ８２．９％で結成
防災の取り組みは地域差・温度差
⇒ 共通の問題を抱える市民が結集
自治会長任期１年～２年
⇒ 自主防災組織の格上げ

「福知山市自主防災ネットワーク」の活動
賛同者により立ち上げ、市民主体で地域の防災活動を高める
①テーマを決め意見交換 ②自主防災研修 防災士・社協・「わかばプラス」（子育てサークル）が参画
③災害想定避難訓練

６ 「福知山市自主防災ネットワーク」発足に向けて
「福知山自主防災ネットワーク」発足に向けて
災害困難者を守る実践報告会が市民団体「シェア福知山
会議」の呼びかけで１月２５日開催（市民５０人出席）
今後、賛同者を募り意見交換、研修を市民主体で行う

「自らの命は自らで守る」
「自分たちの地域は自分たちで守る」

―災害時だれひとり犠牲者を出さない取り組み―
ご清聴ありがとうございました！
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